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○○が選ぶ 串間の○
マル

○
マル特

集
1

空き家バンク制度をご存知ですか
新たに３人の方が「くしまＰＲ大使」に就任Pick up

特
集
２

串間中の新校歌を合唱するいであやかさんと小中学生



が
選
ぶ

特
集

○
○

串
間
の
○マ

ル

○マ
ル

今
号
で
は
、「
〇
〇
が
選
ぶ
串
間
の
○

○
」
を
テ
ー
マ
に
『
串
間
の
風
景
』『
中

学
校
の
思
い
出
の
場
所
』『
串
間
の

２
０
１
６
年
』
を
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

が
選
ぶ

厳
選
！
串
間
市
美
術
展
写
真
部
門
の

歴
代
特
選
受
賞
者

串
間
の
風
景

　

11
月
に
『
第
21
回
串
間
市
美
術
展
』
が
開
催
さ
れ
、
力
作
が
多
数
出
展
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
21
回
開
催
さ
れ
て
き
た
串
間
市
美
術
展
の
写
真
部
門
で
、
特
選
受
賞
経
験
を
持
つ
３
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
に
、

こ
れ
ま
で
市
内
で
撮
影
し
て
き
た
風
景
写
真
の
中
か
ら
厳
選
し
て
一
枚
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

写
真
家
の
目
で
選
ば
れ
た
身
近
に
あ
る
串
間
の
素
晴
ら
し
い
風
景
を
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　11 月ごろの福島港の夕暮れを撮影したもの。
　日髙さんが特におすすめするのは寒い季節の夕方の景色。夏よりも
冬の方が鮮やかな夕焼けを見ることができ、海に沈む夕日は、県内で
は串間市でしか見ることができません。これからの季節、夏場とは違っ
た景色を見ることができますよ。

　山に囲まれた笠祇の水田に山桜が散る風景を撮影したもの。
　 岩下さん のお す すめは年 中きれ いな風 景 が 楽し める笠 祇 地
区。 山に囲まれた 笠 祇 は、 春 は山 桜、 ６月頃になるとヒメユリ
が咲き、夏は田んぼの緑と山の緑がとてもきれいな風景になるそうです。
冬には野焼きもあり、四季折々の風景が楽しめます。

日
ひ

髙
だか

 廣
ひろ

志
し

さん撮影

「福島港」

　夏の朝方に撮影した深い森林
に包まれた赤池渓谷。木々の茂っ
た山々を縫って流れる清流に、朝
日が差し込むことで一層きれいさ
を増します。秋は紅葉もおすすめ
です。
　川井さんのおすすめは朝方。横
から差し込む光により、影ができ
ることによって、風景が際立つそ
うです。

川
かわ

井
い

 冨
ふ

士
じ

男
お

さん撮影

「赤池渓谷」

岩
いわ

下
した

 和
かず

史
ふみ

さん撮影

「笠祇の山間」

紹介してくださった方

「福島港」

日
ひ

髙
だ か

 廣
ひ ろ

志
し

さん（北方）
写真歴25年。第10回串間市美
術展写真部門で特選を受賞。
他にも日南市美術展や県美術
展などで入選経験を持つ。

「笠祇の山間」

岩
い わ

下
し た

 和
か ず

史
ふ み

さん（福島）
写真歴40年。第３、６、７回串
間市美術展写真部門で特選を
受賞。市美術展無鑑査。今年、
古希を迎えた記念に個展を開催。

「赤池渓谷」

川
か わ

井
い

 冨
ふ

士
じ

男
お

さん（北方）
写真歴40年。第17回串間市美
術展写真部門で特選を受賞。
みやにちフォトコンテストで
2008年度賞特選を受賞。
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残
り４カ
月
！

在
校
生

思
い
出
の
中
学
校

北方中学校

本城中学校

大束中学校

70年変わらない「グラウンド」

毎日通った「図書室」

卒業生にとっても思い出の場所

まだまだ読むぞ！

成長してきた場所

思い出残る「中庭」

北方中閉校記念式典　期日：平成29年２月26日　会場：北方中学校体育館

本城中閉校記念式典　期日：平成29年２月19日　会場：本城中学校体育館

　最後の体育大会を行ったグラウンドを選びました。今年は思い出作りプロ
グラムとして学年対抗リレーや障害物競争リレーがあり、盛り上がりました。
学年対抗リレーはバトンを落として最下位でしたが、それもいい思い出で
す。全校生徒で踊ったよさこいソーランは約 20 年前から続く北中の伝統で
す。閉校後は秋山小が受け継
いでくれます。他にも体育の
授業でのタイムトライアルや
球技大会、送別行事などグラ
ウンドでの思い出はたくさん
あります。
　北方中の校舎は新しくなっ
ていますが、グラウンドは昔
のまま。卒業生にとっても思
い出の場所だと思います。

　思い出の場所は、ほぼ毎日通った図書室です。本城中の図書室はきれいに
管理されていて、本の種類も豊富で、お気に入りの場所です。
　昼休みには人が集まってきて、学年を超えて話すことができたり、コミュ
ニケーションがとれる雰囲気が好きです。生徒がリクエストした本が入って
くるのもいいところで、結構
たくさんリクエストしました。
個人的には、夏目漱石や太宰
治の本がおすすめです。
　閉校になったら図書室の本
をもらいたいくらいですが、
閉校までもう少しなので、残
りの学校生活であと 30 冊は
読みたいですね。

　毎年、全校生徒で写真撮影を行ったり、運動会のダンスや団技の練習、文
化祭発表の歌の練習などで使ってきた中庭が思い出の場所です。いろいろな
練習で使ってきた場所なので思い出も詰まっています。
　中庭の手入れも生徒たちで行い、委員会活動の時間や、柔道や空手など学
校外の部活動に所属する生徒
が入るいもっ子クラブのみん
なが放課後に草取りを行いま
す。
　私たちは、いろいろな行事
を通して成長してきました。
中庭は自分たちが成長してき
た場所でもあります。残り４
カ月、みんなでさらに成長し
ていきたいと思います。

日
ひ

髙
だ か

 聖
せ

永
な

くん

山
や ま

口
ぐ ち

 蒼
そ う

太
た

くん

門
か ど

川
が わ

 菜
な

摘
つ み

さん

大束中閉校記念式典　期日：平成29年２月25日　会場：大束中学校体育館

　轟
とどろき

 閥
は つ

希
き

くん

　久
く

保
ぼ

田
た

 香
か お

里
り

さん

多
た

田
だ

まどかさん

都井中学校 みんなの憩いの場「中庭」

伝統を受け継ぐ場所

都井中閉校記念式典　期日：平成29年２月25日　会場：都井中学校体育館

　都井中は市内で一番生徒数が少なく、６人しかいません。６人全員で集
まって、ひなたぼっこしながら世間話をしたり、みんなで寝転んで写真を
撮ったりしたのが中庭なので、一番の思い出の場所です。
　他にも臼太鼓踊りの自主練習や生徒同士の練習会も頑張ってきました。中
庭は、先輩から後輩へ地域の
伝統を受け継いでいく場所で
もあります。
　運動会のダンスや応援練習、
バーベキューなど中庭での思
い出はたくさん。閉校まで残
りわずかですが、みんなや先
生たちと一緒にまだまだ思い
出を作りたいと思います。

高
た か

橋
は し

 優
ゆ う

紀
き

さん

市木中学校
毎日通るからこそ思い出

校門前の「坂道」

　毎日通ってきた校門前にある坂道が思い出の場所です。
　春先には、坂道沿いに桜やスイセン、彼岸花が咲きます。特に桜はアーチ
のようになるので、本当にきれいです。坂には名前がついていないので、も
し命名するなら「桜坂」ですかね（笑）。
　校則で坂は自転車に乗って
はいけないことになっていて、
荷物が多いときはしんどかっ
たです。遅刻しそうになって
自転車を押してダッシュで駆
け上がったのも思い出ですね。
　次に桜の咲く頃には、閉校
を迎えてしまいますが、残り
の４カ月間、最後の生徒にふ
さわしい毎日を送りたいです。

市木中閉校記念式典　期日：平成29年２月25日　会場：市木中学校体育館

工
く

藤
ど う

 斗
と う

真
ま

くん

東
ひがし

濱
は ま

 佳
か

奈
な

さん

日
ひ

髙
だ か

 亜
あ

佳
か

梨
り

さん

福島中学校
南校舎での思い出たくさん

みんなで過ごした「南校舎の教室」

　私たち３年生は、校舎の改修工事もあって、１年生の１年間と３年生の半
年の約１年半を南校舎の教室で過ごしてきました。
　友達と話をしたり、授業を受けたり、文化祭のミュージカルの練習、音楽
祭の練習など、南校舎には、たくさんの思い出が詰まっています。１年生の
ときはいろいろと先生に怒ら
れたこともありましたが、そ
れもいい思い出です。
　卒業を間近に控えて、３
年生の一体感もでてきまし
た。閉校になるのは寂しいけ
ど、後輩たちが新たな串間中
を作ってくれると思うので、
胸を張って卒業したいです。

福島中閉校記念式典　期日：平成29年２月18日　会場：福島中学校体育館 他

武
た け

内
う ち

 歩
あ ゆ

理
り

さん

が
選
ぶ

特
集

○
○

串
間
の
○マ

ル

○マ
ル

　

来
年
３
月
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
愛
さ
れ
な
が
ら
共
に
歩
み
、
育
ま
れ
て
き
た
市
内
の
６
中
学
校
は
70
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　

中
学
校
の
歴
史
は
長
く
、
地
域
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
も
思
い
出
の
場
所
で
す
。
そ
こ
で
閉
校
を
前
に
、
６
中
学
校
の
在
校
生
に
そ
れ
ぞ
れ
の

中
学
校
の
思
い
出
の
場
所
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
あ
な
た
の
思
い
出
の
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？
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が
選
ぶ

今
年
を

振
り
返
る
！

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂｏ
ｏ
ｋ

ユ
ー
ザ
ー

串
間
の
２
０
１
６
年

RGB / .aiFacebook “f” Logo Facebook “f” Logo RGB / .ai

１月10日 二十歳の誓い
串間市成人式 186

１月10日 激走！
成人祝賀駅伝競走大会 139

２月１日 おかげさまで
広報くしま創刊1000号 123

２月20日 140年の歴史胸に
笠祇小学校休校式 143

３月15日 自衛隊新入隊者激励会 100

４月２日 今年も春駒の季節到来 174

４月18日
熊本地震に伴う
緊急消防援助隊
宮崎県大隊2次派遣

240

５月６日 串間中学校校歌の
音源を公開 355

５月19日
ソラシドエア機内誌
『ソラタネ』７月号の取材で
串間市へ

333

６月６日 都井の海岸にアザラシ出現 375

６月14日 都井岬のアジサイが満開 179

７月15日 アザラシのすわちゃん
串間市民に! 221

７月16日 あたご祭り開催 166

８月21日 大収穫に笑顔
ＪＡ大束主催のいも掘り大会 120

８月26日 第50回都井岬火まつり 160

９月24日 都井岬で馬追い 125

10月30日 市木浜クリーン大作戦 105

11月10日 いであやかさん
串間中学校校歌を初披露 164

11月20日 くしまde婚活大作戦!
8組のカップル誕生 159

2016 年の串間市

都
井
の
海
岸
に

ア
ザ
ラ
シ
出
現

第１位

串
間
中
学
校
校
歌
の

音
源
を
公
開

投稿日 ５月６日

第２位

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
機
内
誌

『
ソ
ラ
タ
ネ
』７
月
号
の

取
材
で
串
間
へ

投稿日 ５月19日

第３位

　６月５日に都井地区・諏訪浜で海岸近くを泳
ぐゴマフアザラシが発見され、話題となりました。
　７月 15 日には、そのアザラシに対し、特別
住民票が交付されました。名前は都井地区諏訪
浜で発見され、第一発見者の石上昭夫さんから
一文字いただき、『都井諏訪夫（愛称：すわちゃ
ん）』と命名されました。
　発見から約半年がたちましたが、現在も諏訪
浜に住み着き、波間から元気な姿をのぞかせて
います。ぜひ見に行ってみてくださいね！

　都井地区出身のシンガーソングライターいであやかさんが作詞・作曲した
来春開校の串間中学校校歌を５月６日に串間市公式サイトで公開しました。
　校歌の作成にあたっては、各中学校で新しい中学校への期待や引き継
いでいきたい思いなど「校歌に込めたい思い」を調査。その結果を集約し
たものを作詞の参考にしていただきました。
　11 月 10 日には、小中学生が参加するふれあいコンサートの中で、いで
あやかさんが校歌を初披露し、来場者全員で合唱しました。

　今年、宮崎市に本社を置く航空会社ソラシドエアの機内誌『ソラタネ』７
月号で串間市が 14 ページにわたり特集され、なんと表紙も飾りました。
　『串間で自然満喫！のんびり夏旅』と題して、都井地区の「野生馬ガイドツ
アー」と「定置網体験」、市木地区の「ＴＡＧＩＲＩ ＨＯＴＥＬ」「幸島サル
生息地」ご当地グルメの「ブリぷり丼ぶり」「志布志湾大黒イルカランド」な
どが取材されました！

串間中学校の校歌は
市公式サイトで聴くことが
できます。ＱＲコードから
アクセスしてください。

投稿日 ６月６日

いで あやかさん

355

333

　

串
間
市
役
所
で
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
、
市
政
情
報
を
は
じ
め
、
本
市
の
魅
力
や
旬
な
話
題
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
な

ど
を
幅
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
市
役
所
か
ら
の
投
稿
に
対
し
、
た
く
さ
ん
の
「
い
い
ね
！
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
、

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
カ
月
と
い
う
こ
と
で
、「
い
い
ね
！
」
数
を
も
と
に
、
串
間
市
の
２
０
１
６
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
２
０
１
６
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

が
選
ぶ

○
○

串
間
の
○マ

ル

○マ
ル375

特
集
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Ｆフ
ェ
イ
ス

ａ
ｃ
ｅ
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ッ

ク

ｏ
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っ
て
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ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
一
つ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
つ
な
が
り
、
交
流
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電

話
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。



③

①
②

①老朽化による倒壊の危険があるため
　空き家をそのままにしておくと老朽化が進み
倒壊してしまう恐れがあります。また、建物が倒壊
することによる周囲の住居への被害も考えられます。

②防犯上の問題
　空き家は人の出入りがないため、犯罪の現場に
なってしまう恐れがあります。

③景観上の問題
　空き家をそのままにしておくと雑草や庭木もそのままに
なってしまうケースが多く、景観が悪くなる恐れがあります。

①�空き家バンクに掲載されてい
る物件情報を見た移住希望者
が串間市役所に連絡する

②�市役所が空き家の所有者に連
絡を取り移住者に引き合わせ
る（※市役所の役割はここまで）

新たに３人の方が
「くしまＰＲ大使」に就任
本市の在住者もしくは出身者または本市にゆかりのある方に
大使になっていただき、市のイメージアップを図るため、
くしまの魅力を広く情報発信していただくものです。

空き家バンク制度をご存知ですか 移住・定住の促進に 
かかせない「空き家 
バンク制度」について 
ご紹介します。

地域おこし協力隊の『清
きよ

山
やま

 美
み

咲
さ

』です！
こんにちは！

　　なぜ空き家対策って必要なの？

　空き家バンクの取り組みを進めていくことにより、串間の「豊かな自然」を守り、
魅力的な風景を継続的に守っていくことができます。空き家が増えると、景観を守
ることが難しくなるからです。また、空き家は維持・管理に時間もお金もかかって
しまいます。即入居可能な物件を空き家バンクに登録することにより、景観保護の
継続性や空き家の維持・管理における所有者の負担軽減につながります。

　空き家バンクに登録するとどんなメリットがある？

　空き家に関する嬉しいお知らせ

　空き家バンク活用の流れ

　はじめまして。今年10月に地域おこし協力隊に就任した清山美咲です。
私の主な仕事は全国的に注目されている移住・定住の促進です。

移住・定住の仕事は、地域の方々と移住してくる方々が共に幸せに暮らしていく
サポートをすることです。これから地域おこし協力隊として、地元の方が
大切にしてきた“暮らし”とこれから移住希望の方の“暮らし”をつなげ、

幸せ溢れる串間になるように活動していきます。

　空き家バンクとは、空き
家所有者と移住希望者をつ
なげる制度のことです。登
録していただいた空き家情
報は、串間市公式サイト上
に掲載します。

③�その後は、当事者同士で交渉
し、契約を行う

問い合わせ先 総合政策課地域振興係　☎ 0987－７ ２－1111（内線334）

空き家バンク登録者に対して
「１件につき１万円の謝礼金」
不要になった
家財道具の処分費用
「２分の１以内補助
上限10万円／件」 家賃の

「３分の１以内補助
上限１万円／月」

　空き家をお持ちの方はぜひ空き家バンクに登録してください（詳しい内容についてはお問い合わせください）。

※�上記制度（①～③）の活用をお考えの場合は、制度要件がありますのでご留意ください。

　　空き家バンク制度って何？1

3

4

52
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都井地区出身のシンガー
ソングライター。2011年に
メジャーデビュー。
2016年には、来春開校の
串間中学校の校歌を
作詞作曲。

いであやかさん
福島地区出身の洋菓子職人。
約50年にわたり
お菓子づくり一筋。
2011年に「現代の名工」、
2015年に「黄綬褒章」を
受章。

津
つ

曲
まがり

　 孝
たかし

さん
北方地区出身。
近畿串間会会長および
近畿宮崎県人会名誉会長。
近畿地方の応援団長として
串間市を応援して
いただいております。

川
か わ

﨑
さ き

 俊
しゅん

郎
ろ う

さん



T H E  S L O W  F O O DT H E  S L O W  L I F E

癖になるシンプルさ

圧巻のパフォーマンス

若
者
が
カ
ッ
コ
イ
イ
と
思
え
る
よ
う
な
場
所
や
環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い

本
当
に
音
楽
が
好
き
な
人
を
増
や
し
た
い

長
年
愛
さ
れ
て
い
る
伝
統
の
味

野
菜
た
っ
ぷ
り  

あ
ん
か
け
チ
ャ
ン
ポ
ン

都井地区・迫

友
とも

部
べ

 タエ子
こ

さん
常連さんの中には、家
族にも味わってほしいと、
鍋を持って来て持ち帰り
する人もいます。

自
宅
に
伺
う
と
、
さ
っ
そ
う
と 

現
れ
た
兄
と
ま
だ
あ
ど
け
な
い

表
情
の
妹
。
彼
ら
が
兄
妹
で
ツ
ー
ピ
ー

ス
バ
ン
ド
を
組
む
『O

ne Hundred 
Tw

enty

』のtakum
i

さ
ん
とm

iho

さ
ん
で
す
。

結
成
は
２
０
１
５
年
１
月
１
日
で
、

バ
ン
ド
活
動
自
体
は
そ
れ
以
前
か
ら
し

て
お
り
、
こ
れ
が
３
つ
目
の
バ
ン
ド
に

な
る
そ
う
で
す
。
独
特
な
名
前
に
つ
い

て
は
特
に
意
味
は
な
く
、
強
い
て
言
え

ば
１
２
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
力
を
常
に
出

す
よ
う
に
だ
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

作
詞
作
曲
は
兄takum

i

さ
ん
が
担

当
で
、「
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
メ
モ
帳

に
書
き
留
め
て
お
き
、
そ
れ
に
ギ
タ
ー

な
ど
楽
器
を
乗
せ
た
状
態
で
妹
に
渡

し
ま
す
。
あ
と
は
微
調
整
し
て
曲
に

な
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
す
ね
」
と

takum
i

さ
ん
。
海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
影
響
を
受
け
、
過
去
に
は
政
治
や
社

会
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
身
の
回

り
で
起
き
た
こ
と
を
題
材
に
す
る
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
。

パ
ワ
フ
ル
な
ド
ラ
ム
が
印
象
的
な

m
iho

さ
ん
に
、
誰
に
影
響
を
受
け
た

の
か
と
聞
い
て
み
る
と
、
あ
ま
り
バ
ン

ド
を
聞
い
て
い
な
い
ら
し
く
、
す
か
さ

ずtakum
i

さ
ん
が
「m

iho

は
車
の

中
で
Ｅ
Ｄ
Ｍ
※
ば
か
り
聴
い
て
い
ま
す

（
笑
）」と
教
え
て
く
れ
る
な
ど
、
二
人

の
仲
の
良
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ツ
ー
ピ
ー
ス
と
は
思
え
な
い
迫
力
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
持
ち
味
で
、
ラ
ブ 

ソ
ン
グ
か
ら
踊
れ
る
曲
ま
で
幅
広
い
楽 

曲
を
作
成
中
のO

ne Hundred Tw
 

enty

。
若
者
の
新
鮮
な
音
を
求
め
て
、

ラ
イ
ブ
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

都
井
地
区
・
迫
で
約
60
年
前
に
営

業
を
始
め
た
友
部
食
堂
。
今
で

は
こ
の
周
辺
で
数
少
な
い
飲
食
店
の
一

つ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
友

部
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
長
年
地
元
の

人
な
ど
に
愛
さ
れ
て
い
る
あ
ん
か
け

チ
ャ
ン
ポ
ン
が
あ
り
ま
す
。
今
回
そ
ん

な
知
る
人
ぞ
知
る
定
番
料
理
を
紹
介
し

て
く
れ
る
の
は
、
長
年
お
な
じ
み
の
味

を
守
り
続
け
て
き
た
友と

も
部べ

タ
エ
子こ

さ
ん

で
す
。

作
り
始
め
た
き
っ
か
け
は
本
当
に
直

感
で
、
チ
ャ
ン
ポ
ン
に
あ
ん
か
け
を
か

け
た
ら
合
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

こ
と
。
お
店
で
は
他
に
、
焼
き
そ
ば
や

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま

す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
さ
ん
は
チ
ャ

ン
ポ
ン
を
注
文
す
る
そ
う
で
す
。

主
な
調
理
は
、
鶏
ガ
ラ
と
昆
布
、
塩
、

コ
シ
ョ
ウ
で
ス
ー
プ
を
作
り
、
最
後
に

か
た
く
り
粉
を
入
れ
て
と
ろ
み
を
出
し

ま
す
。
そ
こ
に
麺
や
豚
肉
、
か
ま
ぼ
こ
、

野
菜
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
て
完
成
で

す
。

「
こ
だ
わ
り
は
材
料
の
野
菜
が
ほ
と

ん
ど
串
間
産
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
タ

エ
子
さ
ん
。
そ
の
中
で
も
、
夫
で
あ
る

三さ
ぶ
郎ろ
う
さ
ん
が
畑
で
育
て
て
い
る
グ
リ
ー

ン
ボ
ー
ル
は
、
普
通
の
キ
ャ
ベ
ツ
と
比

べ
る
と
断
然
や
わ
ら
か
く
な
る
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

他
に
も
暑
い
と
き
は
あ
ん
か
け
を
サ

ラ
ッ
と
さ
せ
て
、
寒
い
と
き
は
逆
に
多

め
に
か
た
く
り
粉
を
入
れ
て
ド
ロ
ッ
と

さ
せ
る
こ
と
で
、
一
年
中
食
べ
や
す
く

な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

元
気
に
働
け
る
間
は
お
店
を
続
け
て

い
き
た
い
と
い
う
タ
エ
子
さ
ん
。

近
く
を
訪
れ
た
際
は
、
こ
の
伝
統
の

味
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

福島地区・東町

takumiさん（18歳）
mihoさん（16歳）
活動予定はホームページや
ツイッターなどで公開して
いるのでチェックしてみて
ください。

※ＥＤＭ…エレクトロニックダンスミュージック
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市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics

14

25

36
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11
月
３
日
、
第
50
回
串
間
市
民
秋
ま
つ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
約
１
万
人
（
主
催
者
発
表
）

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
福
島
小
か
ら
仲
町
通
り
を
経

由
す
る
約
１
キ
ロ
の
パ
レ
ー
ド

に
は
38
団
体
が
参
加
。
ダ
ン
ス

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

な
が
ら
中
心
市
街
地
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
地
区
か

ら
選
ば
れ
た
『
ミ
ス
六
花
』
も

あ
で
や
か
な
和
装
で
、
花
を
添

え
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
ダ
ン
ス
や
神
楽
な
ど
が
披
露

さ
れ
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
29
日
、
日
本
の
霊
長
類
学
始
ま
り
の
地
、
幸
島
で
サ

ル
の
観
察
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
『
幸
島
ニ
ホ

ン
ザ
ル
の
観
察
会
』
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
大
学
が
教
育

研
究
施
設
を
公
開
す
る
「
京
大

ウ
ィ
ー
ク
ス
」
の
一
環
で
開
か

れ
、
県
内
外
か
ら
14
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
観
察
会
で
は
「
イ

モ
洗
い
行
動
」
の
観
察
や
、
餌

を
置
い
た
計
量
器
に
サ
ル
を
飛

び
乗
ら
せ
て
体
重
測
定
す
る
様

子
な
ど
を
見
学
。
参
加
者
た
ち

は
、
写
真
を
撮
り
な
が
ら
興
味

深
そ
う
に
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
～
23
日
の
６
日
間
、
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

で
『
第
21
回
串
間
市
美
術
展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
日

間
で
約
５
０
０
人
が
来
場
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
を

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
は

絵
画
24
点
、
書
道
23
点
、
写
真

63
点
が
出
展
さ
れ
て
い
て
、
出

展
者
も
高
校
生
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

の
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
出

品
し
て
い
ま
し
た
。
来
場
さ
れ

た
方
々
は
「
日
南
市
か
ら
の
出

展
が
多
い
。
串
間
市
も
も
っ
と

頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
～
23
日
の
2
日
間
、
福
島
高
校
で
『
南
九
州

少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
宮
崎
、
鹿
児
島
の
他
に
福
岡
や
沖
縄
か
ら
も
参
加
し
、

12
チ
ー
ム
約
１
０
０
名
が
出
場
。

選
手
た
ち
は
、
学
年
と
重
量
に

よ
っ
て
分
か
れ
て
対
戦
す
る
と
、

タ
ッ
ク
ル
を
仕
掛
け
て
ぶ
つ
か

り
合
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
特
別
ゲ
ス
ト

で
、
リ
オ
五
輪
グ
レ
コ
ロ
ー
マ

ン
ス
タ
イ
ル
66
㎏
５
位
入
賞
の

井
上
智
裕
選
手
が
来
場
し
、
大

会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
19
日
～
20
日
の
２
日
間
、
市
の
人
口
減
少
対
策
と
し

て
出
会
い
の
場
を
作
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト
『
く
し
ま
ｄｅ
婚
活
大

作
戦
！
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
在
住
の
男
性
28
人

と
市
内
外
か
ら
女
性
31
人
が
参

加
。
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
や
都
井
岬

な
ど
の
観
光
地
を
巡
り
な
が
ら

４
人
一
組
で
の
釣
り
対
決
や
御

崎
神
社
見
学
、
ト
ー
ク
タ
イ
ム

な
ど
で
親
交
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
最
後
の
告
白
タ
イ
ム
で
は
、

男
性
か
ら
女
性
へ
告
白
。
8
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
め
で
た
く
誕
生

し
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
～
30
日
の
２
日
間
、
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

で
『
串
間
音
楽
祭
２
０
１
６
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
日

間
で
約
１
０
０
０
人
が
来
場
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。
29
日

は
太
鼓
演
奏
や
民
謡
と
三
味
線
、

ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

午
後
に
は
中
学
生
や
高
校
生
の

吹
奏
楽
部
に
よ
る
発
表
も
あ
り

ま
し
た
。
30
日
は
バ
ン
ド
演
奏

や
ダ
ン
ス
、
弾
き
語
り
な
ど
が

行
わ
れ
、
2
日
間
で
プ
ロ
、
ア

マ
合
わ
せ
て
19
組
が
出
演
し
て

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

清掃の様子

　10月30日、渚百選にも選
ばれている石波海岸で毎年
恒例の「市木浜クリーン大
作戦」が行われました。地
元住民をはじめ自衛隊、市
建設業協会、串間土木事務
所など約300人が参加。参
加者は４カ所に分かれて、
約４㎞に渡る石波海岸の漂
流物やごみを回収しました。

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

各部屋に作品がずらり

　11月３日～５日までの３
日間、旧吉松家住宅で吉松
邸まつりが開催されました。
今年で10回目の開催。古布
を使った洋服や小物、さを
り織りのマフラー、陶器、
木工品、人形、ブローチ、
一閑張りのかごなどの作品
が各部屋に並び、多くの来
場者でにぎわっていました。

幸
島
で
サ
ル
の
行
動
観
察
会

動物の中でも特にサルが好きで
す。子ザルが母親にしっかりつ
かまっていて、力が強いなと感
じました。初めてサルがイモを
洗うところを見ることができて
よかったです。すごく頭が良い
なと思いました。今日は間近で
サルを観察できてよかったです。

また行きたい

芸
術
の
季
節
に
美
術
を
鑑
賞

初めて出展したので、初めて来
てみました。去年一眼レフカメ
ラを買ってから本格的に写真を
撮り始めて、だんだんと興味が
湧いてきました。まだ初心者な
ので、皆さんの作品は上手だな
と思います。これから写真を撮
り続けて来年も挑戦したいです。

写真を続ける

福島地区・寺里

武
た け

田
だ

 嘉
よ し

文
ふ み

さん

串
間
で
レ
ス
リ
ン
グ
フ
ェ
ス

優勝うれしい
３回勝って優勝することができ
ました。決勝戦の相手がとても
強かったけど、勝つことができ
てうれしかったです。レスリン
グは楽しいのでいつも練習をが
んばっています。次の大会でも
優勝できるようにこれからも練
習を一生懸命がんばりたいです。

福島小学校 ２年生

川
か わ

崎
さ き

 堅
け ん

心
し ん

くん

北方小学校 ４年生

河
か わ

野
の

 凛
り ん

花
か

さん

８
組
の
熱
々
カ
ッ
プ
ル
誕
生

１泊２日と長かったですが、た
くさん会話もできた分、お互い
のことを知ることができたので、
逆によかったのかもしれません。
ゲームなどのイベントも楽し
かったです。これから二人でい
ろいろと遊びに行ったりしたい
ですね。参加してよかったです。

婚活楽しめた

カップル成立

中
な か

野
の

 佑
ゆ う

樹
き

さん

福
ふ く

𠮷
よ し

 綾
あ や

華
か

さん

三股町在住

上
か み

村
む ら

 泰
た い

斗
と

くん

福島中学校 2 年生

内
う ち

田
だ

 葵
あおい

さん

ミ
ス
六
花 

今
年
も
華
や
か
に

緊張しました
パレードに参加して、北方小の
４、５、６年生で花笠音頭を踊
りました。初めての参加で人が
たくさんいて緊張したけど、う
まく踊れたと思います。踊って
いるときに、上手という声も聞
こえたのでうれしかったです。
来年も参加して頑張りたいです。

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
祭

去年に続いて出演しました。ピ
アノは小学校１年生から始めて
８年間習っています。今回はド
ビュッシーの落ち着いた曲を演
奏しましたが、本当は激しい曲
の方が得意です。将来の夢は英
語の先生なのですが、これから
もピアノは続けていきたいです。

ピアノ続ける

市木浜
クリーン大作戦

吉松邸まつり



　  子育て支援情報

平成29年度保育所等入所申込を受け付けています。
入所受付は、平成29年１月13日（金）までです。

入所施設について
　串間市では、保育所と幼保連携型認定こども園への入所が
可能です。

入所できる条件について
　入所できる施設については、支給認定により異なるため【表
１】と【表２】をご確認ください。
　保育所・園は、２号認定もしくは３号認定を受けた児童が
入所できます。
　幼保連携型認定こども園は、１号から３号までいずれかの
認定を受けた児童が入所できます。

入所申込について
　入所は毎月１日付となります。入所申込は、次のとおりです。
●�４月入所の受付期間＝平成28年12月１日（木）から平成29年�
１月13日（金）まで

●５月以降の受付期間＝入所希望月の前月20日まで
●受付場所＝福祉事務所こども政策係

提出書類について
　申込に必要な書類は、次のとおりです。１号認定を希望の
方は、書類①②、２号認定、３号認定を希望の方は、書類①
②③④⑤を福祉事務所こども政策係に提出してください。⑥、
⑦については該当者のみ提出となります。書類は福祉事務所
こども政策係、各施設にて配布しています。
①�支給認定申請書（すでに認定を受けている場合は現況届）
②�保育所等利用申込書
③�就労（内定）証明書もしくは保育利用事由証明書
　【表３】で、該当する書類を確認ください。保護者１人につ
き１枚提出してください。
④�保育料納付誓約書
　保育料に関する事項について確認していただき、署名、押
印をお願いします。
※保育所・園を希望の方のみ提出してください。
⑤�保育所入所申込確認書
　保育所入所に関する事項について確認していただき、押印
をお願いします。
※以下は該当者のみ提出をお願いします。
⑥�保育料を算定する書類
　平成28年１月１日時点で住民登録が串間市外の場合は、住
民登録のあった市町村から『平成28年度市町村民税課税証明
書』を取得し、提出してください。
⑦第３子以降保育料軽減申請書
　世帯員の18歳未満の養育をしているお子さん全員を記入し
て提出してください。

入所決定について
　１号認定の方については、認定こども園が入園の内定を出
します。２号認定、３号認定の方については、市が入園の内
定を出します。
　提出書類の審査などを行った後、保育の必要性が高い児童
から、保育所等の定員などに応じて順次決定します。提出書
類の不備や提出書類の不足の場合は、入所審査対象外となり
ます。期限内に、書類をすべて揃えて提出してください。

◎�問い合わせ先
　福祉事務所こども政策係☎７２－０３３３（内線５０６、５０７）

認定区分 利用できる施設 対象
１号認定

（教育標準時間認定）
認定こども園

（幼稚園機能）
満３歳以上の

子ども

２号認定
（３歳以上
保育認定）

標準時間
（最長 11 時間）

保育所（園）
認定こども園

（保育園機能）

満３歳以上の子どもで
『保育の必要な事由』に

該当する場合短時間
（最長８時間）

３号認定
（３歳未満
保育認定）

標準時間
（最長 11 時間） ３歳未満の子どもで

『保育の必要な事由』に
該当する場合短時間

（最長８時間）

保育の
必要な事由 必要書類 添付書類

１ 就労 就労（内定）
証明書

２ 妊娠・出産

保育利用事由
証明書

母子手帳（予定日もしくは出
産日の分かるページ）の写し

３ 疾病・障がい 診断書（疾病の場合）、障害者
手帳の写し（障がいの場合）

４ 介護など 介護保険証の写し

５ 災害復旧

６ 求職活動

７ 就学 在学証明書

８ 育休取得中で
保育利用中

就労（内定）
証明書

認定は、お子さんの年齢や保護者の就労状況等
により次の３つに区分されます。

保育の必要な事由により必要書類が変わります。表３

保育の
必要な事由 保　護　者　の　状　況

１ 就労 月60時間以上の労働に常態的に従事し
ている場合

２ 妊娠・出産 母が出産前後（産前産後２カ月）である場合

３ 疾病・障がい 病気や心身に障がいがある場合

４ 介護など 親族（長期間入院等をしている親族を含む）
を常時介護または看護している場合

５ 災害復旧 火災、風水害、地震などの災害により家屋
に損壊等を受け家庭で保育ができない場合

６ 求職活動 求職活動を行うもしくは継続的に
行っている場合

７ 就学 就学中の場合

８ 虐待やＤＶの
恐れ 虐待やＤＶの恐れがある場合

９ 育休取得中で
保育利用中

育児休業取得中に、すでに保育を利用してい
る子どもがいて継続利用が必要である場合

10 その他 上記に類する状態として串間市が認める場合

２号または３号認定を受ける場合、父母ともに
下のいずれかに該当することが必要となります。表２

表１　
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜
け
る

姿
が
か
っ
こ
よ
す
ぎ
と
今
話

題
の
「
串
間
市
サ
イ
ク
リ
ン

グ
協
会
」
を
今
回
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

●
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

　
同
協
会
は
、
串
間
市
に
お

け
る
自
転
車
人
口
の
増
加
と
、

自
転
車
を
利
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
、
観
光
振
興
を
目
的
に

会
員
16
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
り
、
関
係
機

関
と
と
も
に
自
転
車
活
用
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
検

討
・
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
運
営
に
つ
い
て

　
市
の
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

や
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
地
域
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業

を
活
用
し
イ
ベ
ン
ト
運
営
を

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
と
に
、
適
正
な
参
加
費
を

検
討
し
な
が
ら
段
階
的
に
参

加
費
を
上
げ
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、
今
後
補
助
金
に
頼
ら

な
い
自
立
し
た
イ
ベ
ン
ト
運

営
が
行
え
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
に
よ
り
、
今
後
は
会
議
の

回
数
も
減
ら
し
、
会
員
の
負

担
を
少
な
く
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し
、

情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
、

円
滑
な
団
体
運
営
に
つ
な
が

る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

●
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　
雨
天
延
期
と
な
っ
て
い
た

「
わ
く
わ
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ

in
く
し
ま
２
０
１
６
」
を
12

月
18
日
（
日
）
に
開
催
い
た

し
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を

見
か
け
ら
れ
ま
し
た
ら
沿
道

か
ら
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
今
後
は

日
南
・
志
布
志
も
含
め
た
広

域
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

初
心
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
や
レ
ン
タ
ル
自
転
車
の
利

用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
み
ん
な
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
楽
し
み
た
い
！
」
と
い
う

こ
と
が
、
私
た
ち
の
想
い
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
わ
た
し
た

ち
と
一
緒
に
走
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

　
月
12
日
、
大
阪
中
之
島
で
第

44
回
近
畿
串
間
会
総
会
・
懇

親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
宮
崎
空
港
発
の
飛
行
機
が
手

配
で
き
ず
、
鹿
児
島
空
港
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
朝
４

時
過
ぎ
の
起
床
を
余
儀
な
く
さ
れ

･･･

目
覚
ま
し
時
計
の
力
を
フ
ル

活
用
し
て
何
と
か
起
き
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た（
汗
）。

　
総
会
で
は
、
近
畿
串
間
会
の
川

﨑
会
長
の
ご
配
慮
に
よ
り
、「
く

し
ま
Ｐ
Ｒ
大
使
」
委
嘱
状
交
付
式

と
串
間
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
時

間
を
多
め
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の「
く
し
ま
Ｐ
Ｒ
大
使
」
と

は
、
串
間
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

で
、
日
頃
の
活
動
の
中
で
く
し
ま

の
魅
力
を
広
く
情
報
発
信
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
大
使
と
し
て
委
嘱

す
る
も
の
で
す
。
効
果
的
な
情
報

発
信
の
た
め
、
定
期
的
に
く
し
ま

の
旬
な
食
材
・
特
産
品
を
お
届
け

し
、
特
に
力
を
入
れ
る「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
観

点
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
も
お
届
け
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に

よ
る
情
報
発
信
を
お
願
い
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
く
し
ま
Ｐ
Ｒ
大
使
を
お
願
い
し

て
い
る
の
は
、
平
成
27
年
秋
の
褒

章
受
章
で
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
ツ
マ
ガ
リ
社
長

の
津
曲
孝
さ
ん
、
在
京
串
間
会
を

代
表
し
て
会
長
の
木
島
博
さ
ん
、

新
た
に
来
年
４
月
に
開
校
す
る
串

間
中
学
校
の
校
歌
を
作
詞
・
作
曲

さ
れ
た
歌
手
の
い
で
あ
や
か
さ
ん

他
、
こ
の
総
会
に
お
い
て
、
近
畿

串
間
会
を
代
表
し
て
会
長
の
川
﨑

俊
郎
さ
ん
に
委
嘱
状
を
副
市
長
か

ら
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
懇
親
会
で
は
、
本
城
の
鎌
田

秀
利
さ
ん
が
育
て
た
極
上
の
宮
崎

牛
、
焼
酎
な
ど
の
振
る
舞
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11

第44回近畿串間会で
「くしまPR大使」委嘱状交付式

などを行いました

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し
の

部長日記

串間をＰＲしてきました

串間市サイクリング協会
〜市民団体紹介〜
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改
選
さ
れ
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

紹
介
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に
よ
り
設

置
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
児
童
委
員
は

児
童
福
祉
法
に
よ
り
民
生
委
員
が
兼
ね

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚

生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。
任
期
は

３
年
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

・�

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

高
齢
者
、
子
育
て
世
帯
、
障
が
い
者
、

生
活
に
お
困
り
の
方
な
ど
、
支
援
の

必
要
な
方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

・�

支
援
が
必
要
な
方
々
が
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係

機
関
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

・�

地
域
住
民
と
関
係
機
関
・
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

・�

支
援
が
必
要
な
方
々
の
状
況
に
応
じ
、

見
守
り
や
声
か
け
、
訪
問
な
ど
を
通

じ
て
、
関
係
機
関
と
調
整
し
、
生
活

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
活
動

・�

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
の
早

期
発
見
お
よ
び
問
題
解
決
に
向
け
て
、

児
童
相
談
所
や
児
童
福
祉
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

・�

児
童
委
員
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

問
題
を
抱
え
る
児
童
お
よ
び
家
庭
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が�

改
選
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
28
年
11
月
30
日
に
任
期
満
了
と

な
る
た
め
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改

選
さ
れ
、
同
年
12
月
１
日
付
け
で
新
た

に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

福
祉
に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル  

参
加
者
募
集

　

公
民
館
を
活
動
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
、
自
主
サ
ー
ク
ル
で
楽
し
く
学
習

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
定
期
講
座
終
了

後
、
新
し
い
サ
ー
ク
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
で
は
参
加
さ
れ
る
方

を
、
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

各
公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館
・
文
化
会
館
☎
72

－

１
８
４
６

　

�

本
城
公
民
館
☎
71

－

３
０
１
１

　

�

都
井
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
☎
71

－

４
０
１
１

串
間
市 

「
青
少
年
の
声
を
聞
く
会
」

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご

ろ
の
生
活
や
体
験
の
中
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　

小
学
生
10
名
、
中
学
生
６
名
、

高
校
生
２
名
が
発
表
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
発
表
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
15
日

（
日
）
午
後
１
時
半
～
４
時
半

●�

場
所
＝
市
文
化
会
館
（
大
ホ
ー

ル
）

●�

発
表
者
＝
市
内
小
・
中
・
高
校

生
●�

主
催
＝
串
間
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
・
串
間
市
教
育
委
員
会

平
成
29
年 

「
串
間
市
成
人
式
」

　

平
成
29
年
の
串
間
市
成
人
式
の

日
程
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
市
内

に
住
所
が
あ
る
方
は
後
日
案
内
ハ

ガ
キ
を
発
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市

内
に
住
所
が
な
い
方
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●�
日
時
＝
平
成
29
年
１
月
８
日

（
日
）
正
午
～

●�

場
所
＝
市
文
化
会
館

●�

対
象
者
＝
平
成
８
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
市
教

育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
☎
内
線
３
８
０

大
束
公
民
館
特
別
講
座 

「
心
を
癒
す
オ
リ
ー
ブ 

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
作
り
方 

講
座
」の
日
程
が 

決
ま
り
ま
し
た

　

大
束
公
民
館
長
が
や
さ
し
く
丁

寧
に
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
作
り
方
を

教
え
ま
す
。
お
い
し
い
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
で
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●�

日
時
＝
平
成
29
年
２
月
14
日

（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

●�

場
所
＝
大
束
公
民
館　

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
剪
定
ば
さ

み
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

三
角
巾

●�

参
加
費
＝
１
０
０
円

●�

講
師
＝
大
束
公
民
館
長　

松
田

富
夫

●�

定
員
＝
15
人
（
先
着
順
）　

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
大
束
公
民
館

☎
71

－

２
０
１
１

講座 
番号 サークル名 日時・場所 代表者・講師 内容

1
和服の

リフォーム

第2・4水曜日 
13時半～15時半 講師 

加藤  芳子
古い着物をリサイクルして、
普段着のズボンやスカート、
チュニック、ワンピースなど
自分の作りたいものに変身！！
新メンバー募集してます。

中央公民館

2
着物の

リフォーム

第2・4水曜日 
10時～12時

代表 
轟  みはる

講師 
加藤  芳子

都井基幹
集落センター

3
楽しく歌おう
永遠の名曲

（Ｓｍｉｌｅ）

第2・4金曜日 
10時～ 11時半

代表 
坂元 喜久枝

講師 
谷口 さとみ

童謡・歌謡曲・ジャズ！！さま
ざまなジャンルの歌を歌いま
す。声の出し方から指導しま
す。一緒に声を出してみま
しょう。文化会館

4
クラフト
かご作り

（コスモス）

第2・4火曜日 
13時半～15時半

代表 
松崎  久子

講師 
菊永  和代

楽しく個性あふれるかご作り
を楽しみましょう。他にもミ
セスクラフト・チャームクラ
フトサークルが中央公民館で
月曜と水曜日に楽しんでいま
す。

本城公民館

5 ３Ｂ体操 
（岬レディース）

第2・4木曜日 
10時～ 12時

代表 
泉　 紀子

講師 
岩切  秀子

3 つの用具（ボール・ベル・
ベルダ―）を使って、音楽に
合わせて楽しく体を動かしま
す。都井で一緒に健康になり
ましょう。

都井基幹
集落センター

福　島　地　区
▼
桂
原
、
穂
佐
ヶ
原
＝
渡
邉
喜
継
▼
上
町

１
・
２
＝
竹
下
順
子
▼
上
町
３
＝
下
原
裕
子

▼
桜
ヶ
丘
、
城
山
、
霧
島
、
天
神
＝
野
邊
み

き
子
▼
上
郡
元
＝
野
邊
千
秋
▼
西
郡
元
＝
岩

﨑
榮
子
▼
上
小
路
＝
齊
藤
チ
ヅ
子
▼
西
小
路

１
区
＝
武
田
光
江
▼
西
小
路
２
区
＝
野
邊
洋

一
▼
仲
町
＝
西
北
良
子
▼
泉
町
＝
清
水
久
美

子
▼
本
町
１
丁
目
＝
嶋
浦
憲
子
▼
本
町
２
丁

目
＝
河
野
記
代
子
▼
寺
里
（
東
）
＝
山
野
五

代
▼
寺
里
（
西
）
＝
武
田
満
代
▼
小
路
、
松

尾
＝
佐
藤
利
和
▼
上
・
下
田
口
、
東
・
中
・

西
本
西
方
＝
森
哲
子
▼
木
代
、
鹿
谷
＝
津
曲

春
夫
▼
有
明
１
区
、
七
ツ
橋
＝
巢
立
正
廣
▼

有
明
２
区
＝
小
田
原
恵
美
子
▼
東
・
西
塩
町

＝
飛
永
苑
光
▼
西
今
町
＝
松
山
リ
ツ
▼
東
今

町
＝
児
玉
和
枝
▼
南
今
町
＝
前
迫
加
津
枝
▼

笠
祇
、
古
竹
、
奴
久
見
＝
中
山
滿
彦
▼
高
松

＝
吉
野
勉
▼
主
任
児
童
委
員
＝
坂
田
美
貴
子
、

中
村
省
吾

北方地区
▼
鯛
取
、
倉
掛
、
秋
山
、
小
城
久
保
＝
久

保
野
俊
郎
▼
下
池
、
東
・
西
上
池
＝
武
田

修
子
▼
串
間
、
徳
間
＝
世
良
田
三
和
子
▼

初
田
、
田
渕
、
谷
ノ
口
＝
加
藤
修
一
▼
屋
治
、

古
川
＝
蓑
方
緑
▼
前
田
、
羽
ヶ
瀬
、
越
ヶ

谷
＝
深
江
耕
次
▼
上
塩
、
大
島
、
鍛
治
屋

＝
久
保
田
正
文
▼
東
・
西
下
弓
田
＝
浅
野

富
士
枝
▼
東
・
南
金
谷
＝
立
本
伊
佐
男
▼

西
・
北
金
谷
＝
松
田
眞
喜
子
▼
主
任
児
童

委
員
＝
吉
時
瑞
男
、
瀬
尾
真
理
子

大束地区
▼
奈
留
、
長
野
、
古
大
内
、
仲
別
府
＝
島

田
敬
四
郎
▼
平
原
、
堂
園
、
烏
帽
子
野
、

大束地区
西
ノ
園
＝
東
郷
久
盛
▼
清
水
、
上
・
下
園

田
＝
福
添
八
重
子
▼
上
新
町
＝
坂
田
英
俊

▼
中
・
下
新
町
、
石
木
田
＝
吉
田
礼
子
▼

小
山
、
徳
山
、
白
坂
＝
吉
田
惠
子
▼
片
野
、

広
野
、
風
野
＝
黒
原
リ
エ
子
▼
大
平
、
中

原
、
田
ノ
野
、
胡
桃
ヶ
野
＝
土
谷
広
子
▼

揚
原
、
高
則
＝
井
上
俊
次
▼
市
ノ
瀬
１
・

２・３・４
区
、
上
井
牟
田
＝
日
高
斉
▼
一
氏
、

矢
床
、
三
ヶ
平
、
射
場
地
野
＝
和
田
隆
輔

▼
真
萱
、
三
幸
ヶ
野
、
大
重
野
＝
嶋
純
市
▼

赤
池
、
上
大
矢
取
＝
向
原
忠
則
▼
主
任
児

童
委
員
＝
堀
口
宗
幸
、
井
上
藤
雄

本城地区
▼
道
場
、
樋
口
＝
村
中
康
子
▼
口
広
、
上
・

下
中
園
＝
鍋
倉
美
保
子
▼
遍
保
ヶ
野
、
居

城
田
＝
神
戸
美
枝
子
▼
上
平
、
小
田
代
＝

本
田
英
里
子
▼
春
日
、
下
平
＝
松
﨑
久

子
▼
上
・
下
代
田
、
上
・
中
千
野
＝
松
田

純
男
▼
港
、
下
千
野
＝
森
本
ま
り
子
▼
仲
、

浦
＝
渡
會
さ
だ
子
▼
上
・
下
南
＝
森
永
義

彦
▼
永
田
＝
河
野
久
美
子
▼
主
任
児
童
委

員
＝
山
﨑
美
佐
子
、
吉
田
日
出
子

都井地区
▼
黒
井
、
立
宇
津
＝
江
川
ナ
リ
子
▼
迫
＝
井

上
ト
キ
ヨ
▼
宇
戸
、
東
＝
小
田
原
ハ
ナ
エ
▼

宮
原
、
岬
＝
川
﨑
名
知
子
▼
宮
ノ
浦
＝
川
﨑

ヤ
ヨ
イ
▼
大
納
、
名
谷
＝
田
畑
保
▼
主
任
児

童
委
員
＝
石
上
茂
樹
、
山
口
ヨ
シ
子

市木地区
▼
郡
司
部
、
子
持
田
＝
岩
満
泰
子
▼
平
田
、
海

北
、
中
福
良
＝
橋
口
賢
一
▼
古
都
、
八
ヶ
谷
＝

田
中
富
士
子
▼
石
原
、
内
ノ
畑
＝
右
松
紘
一
▼

上
・
下
石
波
＝
平
木
礼
子
▼
大
藤
、
木
ヤ
藤
＝

谷
洋
子
▼
舳
、
築
島
、
夫
婦
浦
＝
磯
﨑
由
美
子

▼
主
任
児
童
委
員
＝
仁
田
盛
人
、
獺
越
智
子

▼
担
当
地
区
＝
氏
名
（
敬
称
略
）

問い合わせ先
福祉事務所
社会福祉係
☎７２－０３３３
（内線５８１）
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健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

国会議事堂
見学

スキー
教室

　

今
年
の
秋
は
寒
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？
二
カ
月
ぶ

り
に
失
礼
致
し
ま
す
、
福
島
高
校
生
徒

会
長
の
平
尾
で
す
。

　

も
う
少
し
で
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
。

福
島
高
校
で
は
、
12
月
に
修
学
旅
行
が

行
わ
れ
ま
す
。
冬
真
っ
た
だ
中
に
あ
る

修
学
旅
行
な
の
で
す
が
、
今
年
は
生
徒

の
進
路
希
望
に
応
じ
た
東
京
の
企
業
を

訪
問
し
見
学
を
行
い
、
串
間
市
の
活
性

化
や
自
分
の
進
路
選
択
の
た
め
の
学
習

を
す
る
と
い
う
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
都
市
の
企
業
を
見
学
す
る
機
会
は
な

か
な
か
な
い
と
思
う
の
で
、
学
ぶ
姿
勢

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
班
別
研

修
や
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、

友
達
と
の
思
い
出
も
た
く
さ
ん
つ
く
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
に

行
く
日
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
最
近
好
き
な
言
葉
が

あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
言
葉
が
こ
ち
ら

で
す
。

「Concentrate�all�your�thoughts�
upon�the�w

ork�at�hand.�The�sunʼs�
rays�do�not�burn�until�brought�to�
a�focus.

」

　

こ
の
言
葉
は
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
と

い
う
と
あ
る
発
明
家
の
言
葉
な
の
で
す

が
、
日
本
語
に
訳
す
と
「
成
功
す
る
た

め
に
は
試
行
錯
誤
し
て
焦
点
を
あ
わ
せ

る
努
力
と
時
間
が
必
要
で
す
」
と
な
り

ま
す
。

　

失
敗
が
続
く
時
は
、
成
功
を
す
る
た

め
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
る
時
な
の

だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
必
ず
成
功
さ
せ
る
ん
だ

と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
何
事
に
も

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
何
か
が

変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

冒
頭
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
や
は
り

今
年
の
秋
は
去
年
よ
り
も
寒
い
気
が
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
来
る
冬
に
備
え
て
防

寒
対
策
に
加
え
、
あ
ら
ゆ
る
感
染
症
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。　

　

今
年
の
冬
も
元
気
に
乗
り
切
り
、
早

く
来
年
の
お
正
月
で
お
雑
煮
が
食
べ
た

い
で
す
（
笑
）
。
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
冬
も
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

昨年の修学旅行の様子

福島高校２年
生徒会長

平
ひら

尾
お

 真
まさ

也
や

さん

わたしが
レポートします。

　

平
成
27
年
10
月
よ
り
串
間
市
民
病
院
整
形
外

科
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
菅す

が

田た

耕こ
う

で
す
。
早
い

も
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
１
年
以
上
が
経
過
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
に
つ
い
て
少
し

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は

　

骨
の
強
さ
（
骨
強
度
）
は
、
骨
量
（
骨
密

度
）
と
骨
質
で
決
ま
り
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症

は
、
骨
量
が
減
少
し
た
り
、
骨
質
が
劣
化
し
た

り
し
て
骨
が
弱
く
な
り
、
骨
折
し
や
す
く
な
っ

た
状
態
で
す
。
健
康
な
骨
の
内
部
に
は
、
た
く

さ
ん
の
棒
状
の
骨
（
骨こ

つ

梁り
ょ
う）

が
縦
横
に
連
結
し
、

強
度
を
保
っ
て
い
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な

る
と
こ
れ
ら
の
棒
状
の
骨
が
細
く
な
っ
た
り
切

れ
た
り
、
太
さ
が
変
わ
ら
な
く
て
も
弱
く
な
っ

た
り
し
て
、
も
ろ
く
ス
カ
ス
カ
の
状
態
に
な
り
、

折
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

高
齢
化
と
骨
粗
し
ょ
う
症

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
発

症
す
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
、
高
齢
化
の
進
む

日
本
で
は
患
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

総
人
口
の
10
％
の
約
１
，
３
０
０
万
人
が
骨
粗

し
ょ
う
症
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
た
と
え
現
在
は

症
状
が
出
て
い
な
く
て
も
、
い
ず
れ
は
腰
痛
や

骨
折
な
ど
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
い
と
さ

れ
る
「
予
備
群
」
を
含
め
る
と
、
２
，
０
０
０

万
人
に
至
る
と
も
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

性
別
で
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
、
50
歳
代
か

ら
急
速
に
増
え
は
じ
め
て
、
発
生
頻
度
は
男
性

の
約
３
倍
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因

　

加
齢
に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
量
の
低
下
や
、

更
年
期
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
、
生
活
習
慣
な
ど
、
予
防
で

き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
の
病
気
や
、
服
用
し
て
い
る
薬
が
原
因

と
な
っ
て
発
症
す
る
骨
粗
し
ょ
う
症
も
あ
り
ま

す
。
原
因
と
な
る
代
表
的
な
病
気
と
し
て
は
、

副
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
な
ど
の
内
分
泌
疾
患
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
ほ
か
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と

す
る
生
活
習
慣
病
で
頻
度
が
高
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
で
は
、
骨
代
謝
に
影
響
を
及

ぼ
す
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
し
た
り
、
骨
形
成
に
必

要
な
細
胞
な
ど
に
異
常
が
起
こ
っ
た
り
し
て
骨

量
が
減
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
骨
の
中
に
骨

質
を
劣
化
さ
せ
る
物
質
が
増
え
て
骨
が
も
ろ
く

な
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
薬

の
副
作
用
に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
で
は
、
代
表

的
な
も
の
に
は
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
長
期
服
用
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
へ
ん
で
。
次
回
は
治
療
に
つ
い

て
。
心
配
な
方
は
ぜ
ひ
骨
密
度
検
査
を
受
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

骨こ
つ

粗そ

し
ょ
う
症し

ょ
う

に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

 
 

早稲田大学
見学
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著：串間市民病院 整形外科
菅田　 耕 Kou Sugata

骨粗しょう症有病率の性・年代別分布避けられる要因

＋

・食生活の乱れ
・運動不足
・喫煙
・日照不足
・アルコールの
　　摂りすぎ
　　　　など

・加齢
・過去の骨折
・更年期
・遅い初経
・早期閉経
　　　�など

避けられない要因
60

40

20

0

（％）

男性
女性

40歳代
前半

50歳代
前半

60歳代
前半

70歳代
前半

80歳代
前半

40歳代
後半

50歳代
後半

60歳代
後半

骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン 2006年版

70歳代
後半

80歳代
後半以上

頻
度
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日本体験記
This month's expression今月の表現

串間市立
[Book]

◆◇◆ 今月の新刊 PICK UP ◆◇◆

●串間市立図書館☎ 72－1177 ●開館＝午前10時〜午後６時●休館日＝毎週月曜日� http://www.kushima-lib.jp/
≪各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中≫

移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

イベント情報

クリスマスおはなし会
●日時：12月10日（土）

　　　　午前10時半
～11時半

●参加費：無料
●�内容：絵本の読み聞かせ

・工作教室

　　　　（写真立てデ
コレーション）

※�工作教室には申し
込みが必要です。

12名まで。参加希望
の方は図書館ま

でご連絡ください。

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

　
い
よ
い
よ
人
肌
恋
し
い
季
節
が
や�

っ
て
き
ま
し
た
ね
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な

ど
が
必
要
と
な
り
、
冷
房
や
扇
風
機

を
使
わ
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。�

夜
は
も
う
と
て
も
寒
い
で
す
の
で
、

凌
ぐ
よ
う
に
厚
い
毛
布
を
だ
し
た
り
、�

特
別
な
人
が
い
れ
ば
、
ぬ
く
も
り
を

シ
ェ
ア
し
た
り
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

　
秋
と
い
え
ば
、
秋
祭
り
な
ど
が
思

い
浮
か
び
ま
す
ね
。
串
間
市
の
秋
祭

り
に
参
加
し
、
神
事
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
人
と
触
れ
合
い
が
で
き
て
、
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
市
職
員
と

一
緒
に
、
よ
さ
こ
い
の
踊
り
も
踊
っ

て
、
最
初
は
ち
ょ
っ
と
不
安
で
し
た

が
、
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
か
ら
は
楽
し

く
な
り
ま
し
た
。
来
年
も
参
加
し
て
、

新
人
に
教
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
秋
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

月
の
初
め
に
福
島
中
学
校
の
弓
道
大

会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

の
一
握
り
し
か
出
場
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
や
っ
ぱ
り
カ
ッ
コ
い
い
な
ぁ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

　
そ
れ
と
、
宮
崎
市
に
行
っ
た
際
に
、

フ
ロ
ー
ラ
ン
テ
宮
崎
と
い
う
花
が
た

く
さ
ん
あ
る
場
所
に
も
寄
り
ま
し
た
。

暖
か
く
て
晴
れ
て
い
る
空
の
下
で
花

を
見
な
が
ら
は
し
ゃ
い
だ
り
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
を
し
た
り
す
る
の
が
と
て
も

素
晴
ら
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
冬

に
な
っ
た
ら
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
っ
て
す
ご
く
き
れ
い
だ
と
聞
い

た
の
で
、
必
ず
も
う
一
度
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
三
カ
月
が
経
っ

て
し
ま
っ
て
、
本
当
に
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
毎
日
が
楽
し
く
て
、
今
ま
で

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
山
ほ
ど
習
っ
て
き
て
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

秋祭り神事にて
巫女さんと一緒に

lovely
素敵

The flowers are very lovely.
花はとても素敵です。
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

恋のゴンドラ（東野�圭吾）
虚実妖怪百物語�急（京極�夏彦）
人は皆、土に還る（曽野�綾子）
老乱（久坂部�羊）
脇坂副署長の長い一日（真保�裕一）
悪玉（鳴海�章）
アレグロ・ラガッツァ（あさの�あつこ）
池上彰とホセ・ムヒカが語り合った�
ほんとうの豊かさって何ですか?（池上�彰）

浮遊霊ブラジル（津村�記久子）
梅もどき（諸田�玲子）
壁の男（貫井�徳郎）
きみの声を聞かせて（小手鞠�るい）
継続捜査ゼミ（今野�敏）
天子蒙塵�第1巻（浅田�次郎）
化学変化のひみつ（小森�栄治）
おとうさんねずみのクリスマスイブ�
（クレメント・C.ムーア）

ぼくのじてんしゃが、お祭りでおみこ
しをかつぎたいと言いだした！ とこ
ろが、練習にやってきたじてんしゃは、
ぜんぜん力がなく、おみこしをうまく
かつげなくて…。

今年もクリスマスの季節。図書館にあ
るクリスマスに関係する本、料理・飾
り付けから絵本まで、たくさん集めて
います。ツリーも飾っていますよ！

「
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
」

「
闇
の
平
蔵
」

　
　
逢
坂 

剛
／
著

「
じ
て
ん
し
ゃ
の

　
ほ
ね
や
す
み
」

　
　
村
上 

し
い
こ
／
さ
く

　
　
長
谷
川 

義
史
／
え

悪党や、手下たちさえ顔を知らない火
盗改・長谷川平蔵。不届きにも「闇の
平蔵」を名乗る者が現われて…。鬼平
ファンに捧ぐハードボイルド時代小説
第３弾。

知
[Pension]

年
金

一
部
免
除
を
受
け
た
と
き
は
残
り
の

保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ

る
と
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
う
ち
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免

除
、
４
分
の
１
免
除
は
、
納
付
す
べ
き
保

険
料
の
一
部
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一

部
免
除
と
い
い
ま
す
。
こ
の
一
部
免
除
を

受
け
た
保
険
料
の
残
り
の
保
険
料
、
つ
ま

り
免
除
を
受
け
て
い
な
い
保
険
料
は
、
必

ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
て
も
、
納
付
さ
れ
な

い
と
保
険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）の

届
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方
が
加

入
す
る
制
度
で
す
。
届
出
を
忘
れ
る
と
、

将
来
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年

金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に
届
出

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○�

20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年
金･

共

済
組
合
の
加
入
者
を
除
く
）

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

※�

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
な
ど
の
被

扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
に
届

出
が
必
要
で
す
。

※�

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
方
の
被
扶
養

配
偶
者
に
な
る
と
き
は
、
そ
の
方
の
勤

務
先
へ
の
届
出
に
な
り
ま
す
。

○�

収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き

○
海
外
に
居
住
し
、
任
意
加
入
す
る
場
合

○
海
外
か
ら
帰
っ
た
と
き

◇�

住
所
・
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

変
更
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

育
[Health]

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
12
月
21
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

●�

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
５
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

10
月
12
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

小こ

園ぞ
の 

美み

優ゆ

ち
ゃ
ん

◎
本
町
２
丁
目

北き
た

原は
ら 

あ
お
い
ち
ゃ
ん

◎
桜
ヶ
丘

渡わ
た

邊な
べ 

璃り

心こ

ち
ゃ
ん

◎
上
南

阪さ
か

元も
と 

春は
る

樹き

く
ん

◎
上
新
町

村む
ら

中な
か 

愛あ
ゆ

海み

ち
ゃ
ん

◎
道
場

原は
ら　

功と
し

希き

く
ん

◎
天
神

木き

村む
ら 

凜り
ん

太た

郎ろ
う

く
ん

◎
上
井
牟
田

渕ふ
ち

上が
み 

心し

貴き

ち
ゃ
ん

◎
北
金
谷

宮み
や

田た 

清さ
や

花か

ち
ゃ
ん

◎
仲
町

牧ま
き

野の 

綺あ
や

斗と

く
ん

◎
田
渕

井い
の

上う
え 

佳か

南な

ち
ゃ
ん

◎
上
町

奥お
く

浦う
ら 

妃ひ

南な

ち
ゃ
ん

◎
古
川

谷た
に

口ぐ
ち 

璃り

衣い

紗さ
ち
ゃ
ん

◎
寺
里

河か
わ

野の 

海か
い

志じ

く
ん

◎
城
山

田た

中な
か 

誌し

織お
り

ち
ゃ
ん

◎
西
小
路
１
区

橋は
し

本も
と 

浩ひ
ろ

彰あ
き

く
ん

◎
泉
町

脇わ
き

村む
ら 

朔さ
く

太た

郎ろ
う

く
ん

◎
東

並な
み

松ま
つ 

美み

璃り

ち
ゃ
ん

◎
仲
町



今月の
テーマ

お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

●�

処
遇
＝
串
間
市
消
防
団
の
定
数
、

任
免
、
給
与
、
服
務
な
ど
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
報
酬
、
費

用
弁
償
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

●�

活
動
内
容

①�

消
防
式
典
や
消
防
行
事
へ
の
参

加
②�

高
齢
者
、
独
居
老
人
世
帯
な
ど

の
防
火
訪
問

③
街
頭
で
の
火
災
予
防
広
報
活
動

④
団
長
が
必
要
と
認
め
た
も
の

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
消
防
本
部

消
防
係
☎
72

－

４
１
５
１

第
16
回
宮
崎
県 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

出
場
選
手
の
募
集
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ

る
本
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●�

期
日
＝
平
成
29
年
５
月
14
日

（
日
）

●�

参
加
資
格
＝
次
の
全
て
の
要
件

を
満
た
す
者
と
す
る

①�

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
13

歳
以
上
の
者

②�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳�

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
を
所
持
し
て
い
る

か
、
も
し
く
は
そ
の
取
得
の
対

象
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
者

③�

宮
崎
県
内
に
居
住
し
て
い
る
者

（
原
則
）

●�

開
催
競
技
＝
左
記
の
と
お
り

※�

障
害
区
分
に
よ
り
、
出
場
で
き

る
競
技
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て

い
る
の
で
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
方
法
＝
申
込
書
は
福
祉
事

務
所
自
立
支
援
係
に
あ
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
各
種
障
害
手
帳

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
締
切
＝
平
成
29
年
１
月
20

日
（
金
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
福

祉
事
務
所
自
立
支
援
係
☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
２
）

第
４
回
認
知
症
の
人
と
暮
ら
す 

家
族
の
集
い
を
開
催
し
ま
す

　

認
知
症
の
人
の
介
護
で
困
っ
て

い
る
こ
と
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
、

経
験
し
た
方
同
士
で
お
話
し
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
＝
12
月
21
日
（
水
）
午
後

２
時
～
午
後
３
時
半

●�

場
所
＝
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
（
串
間
市
大
字

西
方
５
６
０
２
番
地
）

●�

参
加
費
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
電
話
に
て
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
医
療�

介
護
課
介
護
保
険
係
☎
72

－

０�

３
３
３
（
内
線
５
１
０
・
５�

１�

１
・
５
１
４
）

串
間
市
民
病
院
の 

売
店
経
営
者
を
募
集

●�

出
店
時
期
＝
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら

●�

営
業
日
・
時
間
＝
月
～
金
曜（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

●�

出
店
場
所
＝
串
間
市
民
病
院　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
売
店
、

売
場
面
積
３
２
．
７
６
㎡

●�

施
設
使
用
料
＝
１�

５
，
０
０
０

円
／
月
（
自
販
機
の
設
置
、
電

気
使
用
料
は
別
）

●�

申
込
方
法
＝
平
成
29
年
１
月
13

日
（
金
）
ま
で
に
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
市
民
病
院
で
入
手
で

き
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

市
民
病
院
☎
72

－

１
２
３
４

い
の
ち
の
森
作
り
に 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

植
樹
祭
や
木
工
作
品
作
り
、
シ

イ
タ
ケ
駒
う
ち
体
験
を
行
い
ま
す
。

●�

日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
午
前

９
時
半
～
午
後
２
時

※�

串
間
温
泉
駐
車
場
に
午
前
９
時

に
集
合

●�

場
所
＝
本
城
権
代
の
自
然
体
験

施
設Cam

p

権
代
内
の
山
林

●�

参
加
費
＝
大
人
１
，
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円

●�

持
参
品
＝
軍
手
、水
筒
、ス
コ
ッ

プ
、
マ
イ
食
器

●�

申
込
締
切
＝
12
月
８
日
（
木
）

※�

定
員
40
名
に
達
し
次
第
締
切

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
環
の

会
（
河
野
さ
ん
）
☎
０
９
０

－

１
１
９
９

－

５
４
９
６

ボ
ー
ト
免
許 

更
新
・
失
効
講
習
会

●�

日
時
＝
12
月
６
日
（
火
）
午
後

６
時
半
～
（
約
１
時
間
）

●�

会
場
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

●�

必
要
な
も
の
＝
船
の
免
許
証

●�

費
用

▽
更
新
料
＝
８
，
９
０
０
円

▽
失
効
料
＝
１�

７
，
５
０
０
円

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
屋
海
技
事

務
所
☎
０
９
９
４

－

43

－

２�

８�

５�

３

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
８
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①
行
政
相
談
＝
12
月
12
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②
法
律
相
談
＝
12
月
19
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

無
料
相
談

買い物の際はマイバッグを利用しましょう

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

予
防
接
種
予
約
受
付
中

　

串
間
市
民
病
院
で
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
市
民
病

院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

実
施
期
間
＝
11
月
４
日
（
金
）

～
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

※�

火
・
金
曜
日
の
週
２
回

●�

対
象
者
＝
16
歳
（
本
年
度
到
達

者
）
以
上
の
方

●�

料
金
＝
３
，
５
０
０
円

※�

満
65
歳
以
上
の
方
、
お
よ
び
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
機
能
に

日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害

手
帳
１
級
に
該
当
す
る
方
は
、

１
，
４
０
０
円
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
民
病

院
☎
72

－

１
２
３
４

飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月
間

　

12
月
は
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
月

間
で
す
。
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る

年
末
の
時
期
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
発
生
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

〇�

飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ

く
り
の
推
進

〇�
飲
酒
運
転
と
そ
の
周
辺
者
に
対

す
る
取
り
締
ま
り
の
強
化

〇
広
報
啓
発
活
動
の
強
化

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
危
機
管
理
課

☎
内
線
３
４
６

年
末
年
始
の
地
域
安
全
運
動

　

12
月
１
日
（
木
）
か
ら
１
月
３

日
（
火
）
ま
で
は
年
末
年
始
地
域

安
全
運
動
期
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
を
控
え
て
、
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
狙
っ

た
強
盗
事
件
を
は
じ
め
、
住
宅
侵

入
盗
犯
な
ど
が
増
加
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
で
特
殊

詐
欺
、
鍵
か
け
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
、
今
一
度
各

家
庭
に
お
け
る
防
犯
対
策
の
見
直

し
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
地
区
防

犯
協
会
☎
内
線
３
４
６

平
成
29
年
串
間
市
消
防
出
初
式

　

当
日
は
、
消
防
車
両
か
ら
の
一

斉
放
水
な
ど
を
実
施
し
、
宮
崎
県

の
防
災
ヘ
リ
「
あ
お
ぞ
ら
」
も
参

加
予
定
で
す
。
消
防
団
員
の
有
志

あ
る
姿
を
、
新
春
を
飾
る
消
防
出

初
式
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
平
成
29
年
１
月
９
日

（
月
）
午
前
８
時
半
～

※�

例
年
１
月
５
日
に
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
日
程
を
変
更
し
て

お
り
ま
す
。

●�

場
所
＝
蔵
元
橋
下
流
河
川
敷

※�

雨
天
時
は
、
串
間
市
運
動
公
園

室
内
練
習
場

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
消
防
本
部

消
防
係
☎
72

－

４
１
５
１

林
業
退
職
金
共
済
制
度 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度

に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。
ご
自
身
が
林
退
共

へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ま
に

対
し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の

紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp/

）
で
も
ご
案

内
し
て
お
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
独
立
行
政
法

人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎
03

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

ご
存
じ
で
す
か 

「
障
が
い
者
週
間
」

　

障
が
い
者
基
本
法
に
基
づ
き
、

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
が
い

者
週
間
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
障
が
い
者
週
間
は
、
障
が

い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い

者
の
社
会
、
文
化
、
経
済
、
そ
の

他
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
の

参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
障
が

い
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
に
関
し
て
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所

自
立
支
援
係
☎
72

－

０
３
３
３

（
内
線
５
０
２
）

第
23
回
福
祉
バ
ザ
ー 

　

～
あ
お
ぞ
ら
広
場
～

●�

日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）
午
前

10
時
半
～
午
後
２
時
半

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

●�

内
容
＝
無
料
工
作
教
室
（
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
）、
さ
を
り
織

り
体
験
、
体
操
と
ゲ
ー
ム
、
手

芸
品
や
手
作
り
お
菓
子
な
ど
の

販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
ペ
ッ
ト
用
品
も
有
）、
カ
レ
ー

や
う
ど
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
、
パ
ン
、

季
節
の
野
菜
も
あ
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
元
木
さ
ん
☎

72

－

７
９
１
１
、
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
☎
71

－

１
５
７
８

串
間
市
消
防
団 

女
性
消
防
団
員
募
集

　

串
間
市
消
防
団
で
は
、
平
成
29

年
４
月
に
女
性
部
を
発
足
さ
せ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
女
性
消
防
団

員
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の

女
性
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

●�

応
募
資
格
＝
市
内
に
居
住
し
ま

た
は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
で
健

康
な
女
性

●�

募
集
人
員
＝
６
名
程
度

募
　
集

種　　目 障害種別
身体 知的 精神

個
　
人

陸上競技 ○ ○
水泳 ○ ○
卓球 ○ ○
アーチェリー ○
フライングディスク ○ ○
ボウリング ○

団
　
体

バレーボール（精神） ○
ミニバレーボール ○
グラウンドゴルフ ○
ボッチャ（肢体不自由） 〇
車椅子バスケットボール 〇
バレーボール（聴覚） 〇
バスケットホール（知的） 〇
バレーボール（知的） 〇
グランドソフトボール（視覚） 〇
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じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

広報コラム

　平成19年４月から現在まで各種選挙の管
理執行に尽力いただいた長年の功績が認め
られ、市選挙管理委員会の黒

くろ
木
き

俊
とし

夫
お

さんが、
全国市区選挙管理委員会連合会から表彰さ
れました。
　黒木さんは、「思いがけない賞をいただ
き、うれしく思う。今後もこの賞に恥じな
いように頑張りたい」と話されていました。

　11月１日の本格焼酎の日に、市内の蔵元
３社、寿海酒造、松露酒造、幸蔵酒造が
合同で「本格焼酎まつり」を開催しました。
　３社合同でのＰＲイベントは初めてで、
各社自慢の焼酎が振る舞われました。訪
れた参加者たちは、地元のおいしい焼酎
を堪能していました。

　11月８日、福島小、有明小、北方小の
３校において結成されている交通少年団
へユニホームが贈呈されました。
　ユニホームの新調にあたりまして、市
内の多くの団体や個人にご協力をいただ
きました。協賛団体および個人は以下の
通りです。

　串間ライオンズクラブ、串間地区遊技
業組合、国際ソロプチミスト串間、串間
地区生コン事業協同組合、松露酒造株式
会社、串間青年会議所、串間市漁業協同
組合、南那珂森林組合、串間地区自動車
整備業組合、宮交タクシー串間営業所、
こばと幼稚園、岩下斌彦

（順不同、敬称略）

「
全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会

連
合
会
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た

本
格
焼
酎
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

交
通
安
全
ユ
ニ
ホ
ー
ム

贈
呈
式

　11月12、13日に開催された県高校新人
大会で福島高校レスリング部が団体優勝
しました。また、個人でも50キロ級の瀬
ノ口巧くん、74キロ級の結城隆登くん、
96キロ級の川崎大輝くんが優勝し、３階
級を制しました。
　同部は、２月の九州大会に出場します
ので、応援よろしくお願いします。部員
も募集中です！

福
島
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
が

県
高
校
新
人
大
会
で
団
体
優
勝

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
防

止
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ま
も
一

緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
球
の
自
ま
ん
で
き

る
き
れ
い
な
景
色
を
、
次
の
次
の

次
の
次
の
世
代
ま
で
残
し
た
い
で

す
。

　
私
た
ち
が
、
未
来
ま
で
き
れ
い

な
景
色
を
残
す
た
め
に
、
地
球
温

暖
化
防
止
を
少
し
で
も
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
れ
だ

け
多
く
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
全
て
手

作
り
で
用
意
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

雨
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事

開
催
さ
れ
て
何
よ
り
で
し
た
。

未
来
を
担
う 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

●
風
と
森
さ
ん

　

現
在
串
間
市
に
は
書
店
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
素
晴
ら
し
い

市
立
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。
も
し

も
こ
れ
ら
の
図
書
館
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
、
市
立
図
書
館

を
通
じ
て
、
ど
こ
か
ら
も
、
誰
で

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト 

in
く
し
ま
２
０
１
６ 

開
催
の
お
礼

●
実
行
委
員
会
事
務
局
長

　
河
野
幸
子
さ
ん

　

10
月
９
日
は
朝
か
ら
昼
過
ぎ
ま

で
小
雨
が
降
り
続
き
、
問
い
合
わ

せ
も
非
常
に
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

夕
方
以
降
は
降
ら
な
い
と
の
予
報

を
信
じ
て
開
催
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
雨
に
遭
う
こ
と
も
な

く
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
配
置
は
合
宿

中
の
宮
崎
工
業
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

の
生
徒
さ
ん
96
名
も
加
わ
り
、
難

所
の
階
段
も
あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
り
ま
し
た
。
２
時
間
後
の
点
火

時
に
は
参
加
者
も
自
主
的
に
加
わ

り
、
昨
年
よ
り
早
く
灯
り
、
年
々

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
働
の
輪
が
広

が
っ
て
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
後
片
付

け
の
袋
の
中
に
放
置
さ
れ
て
い
た

食
品
ゴ
ミ
が
12
～
３
個
入
っ
て
お

り
ま
し
た
。
小
学
生
の
エ
コ
メ
ッ

セ
ー
ジ
発
表
で
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
を
し
な
い
で
分
別
を
呼
び
か
け
、

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
省
エ
ネ
の

提
案
が
あ
っ
た
後
に
ポ
イ
捨
て
さ

れ
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
申

し
訳
な
い
気
が
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
昨
年
エ
コ
メ
ッ
セ
ー
ジ

発
表
で
会
長
賞
を
受
賞
し
た
加
藤

弘
菜
さ
ん（
昨
年
度
笠
祇
小
６
年
）

の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。
他
に
も

心
打
た
れ
る
作
品
が
あ
り
、
機
会

を
と
ら
え
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
未
来
に
残
し
た
い
も
の
」

　
私
が
未
来
に
残
し
た
い
も
の
は
、

氷
の
世
界
で
す
。
未
来
は
私
の
予

想
だ
と
、
南
極
や
北
極
の
氷
は
地

球
温
暖
化
の
た
め
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

は
、
だ
れ
に
も
止
め
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
防
止
で
き
ま
す
。
私
は
、
地

球
の
氷
や
山
な
ど
が
な
く
な
る
の

は
、
い
や
で
す
。
私
は
、
積
極
的

　

都
井
の
諏
訪
浜
に
ゴ
マ
フ
ア
ザ

ラ
シ
の
「
す
わ
ち
ゃ
ん
」
が
現
れ

て
か
ら
約
半
年
が
た
っ
た
。
よ
っ

ぽ
ど
気
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
。
11

月
中
旬
に
見
に
行
く
と
、
海
面
か

ら
姿
を
現
し
た
。
夏
の
暑
さ
や
台

風
の
影
響
を
心
配
し
て
い
た
が
、

元
気
そ
う
だ
。

　

諏
訪
浜
の
道
路
脇
に
は
、
す
わ

ち
ゃ
ん
の
出
没
情
報
を
記
録
す
る

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ボ
ー
ド
に
は
「
11
月
19
日

７
時
20
分
６
回
見
ま
し
た
」「
11

月
20
日
見
ま
し
た
。
す
わ
ち
ゃ
ん

元
気
で
す
」「
11
月
21
日
10
時
50

分
何
回
も
見
ま
し
た
」
な
ど
と
毎

日
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
、
い
ま
だ

す
わ
ち
ゃ
ん
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
。
実
際
、
滞
在
時
間

は
20
分
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
見
物

客
も
数
名
い
た
。

　

野
生
馬
、
野
生
猿
に
続
く
野
生

ア
ザ
ラ
シ
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

人
を
笑
顔
に
し
て
ほ
し
い
。 （
担
）

も
、
本
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
で
し
ょ

う
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
が
調
べ
学
習
に

取
り
組
む
時
に
も
、
お
互
い
に
図

書
の
貸
し
借
り
が
で
き
れ
ば
と
て

も
便
利
で
す
。
も
し
読
み
た
い
図

書
が
図
書
館
に
な
け
れ
ば
、
市
立

図
書
館
を
通
じ
て
、
県
立
図
書
館

や
他
の
公
共
図
書
館
か
ら
借
り
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
わ
ざ

わ
ざ
市
立
図
書
館
に
行
か
な
く
て

も
、
学
校
で
読
み
た
い
本
を
借
り

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
は
、
学

生
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
様
に

も
、
と
て
も
有
意
義
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
前
向
き
に
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
串
間
市
内
の
中
学

校
が
1
つ
に
な
る
と
い
う
こ
の
時

期
に
、
串
間
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
学
校
図
書
と

市
立
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
る

の
で
知
識
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
整
っ

て
い
ま
す
が
、
読
み
た
い
本
を
読

め
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
さ
ら
に

い
い
で
す
ね
。
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いこいの里で今年一年の垢を落とし、
新しい年のご準備を
●�忘年会、クリスマス会、新年会各種パーティー受付中！
〇12月23日(金) ～ 25日（日）
　期間中入浴されたお子様（小学生以下）にプレゼント！
〇12月23日(金) ～ 31日（土）
　午前10時から温泉営業開始！�
〇１月１日(日) ～３日（火）
　午前７時～９時　温泉営業！

本年はご愛顧いただき
誠にありがとうございました。
2017年も串間温泉いこいの里を
よろしくお願い致します。

星空観望会　～月編～
　都井岬から見上げる星空を「宮崎の星空を見上げる会」
の先生を講師にお招きし、今回は月をメインに解説を聞
きながら天体望遠鏡で観察します。都井岬の夜空を雄大
な自然とともに観察してみませんか？
●日時＝12月10日(土)午後４時～８時(受付３時45分～ )
※�雨天決行(ボード、パソコンを使って星空についての
解説)
●場所＝都井岬ビジターセンター
●料金＝大人（高校生以上）� 1,000円
　　　　小・中学生� 800円
　　　　(野生馬保護協力金、入館料、保険料含む)
●定員＝30名
●申込方法＝電話、FAX、メール、Facebook
●申込締切＝12月8日（木）（定員になり次第締切）
※事前にお弁当の予約販売を行います。
　ご希望の方は、申込受付の際にお知らせください。

お正月営業予定のお知らせ
●営業時間＝１月１日(日)午前７時～午後５時15分
※�12/10（土）、１/１（日）の両日ともに大束産甘しょを
使ったぜんざいのふるまいがあります。

市民
憲章

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

朝
、
目
覚
め
る
と
心
地
よ
い
風
が

流
れ
て
く
る
。
高
い
空
と
潮
の
香
り
。

生
ま
れ
育
っ
た
の
は
本
城
、
港
地
区
。

僕
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

を
や
っ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
と
は
自
分
で
作
詞
、
作
曲

を
行
い
、
歌
う
人
の
こ
と
。

幼
い
頃
か
ら
音
楽
が
大
好
き
だ
っ

た
。
学
校
か
ら
帰
る
と
祖
母
が
奏
で

る
三
味
線
の
音
色
が
聴
こ
え
る
。
な

ぜ
だ
か
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。

今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

中
学
生
に
な
っ
た
頃
、
さ
ま
ざ
ま

な
音
楽
を
聴
く
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｃ

Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
流
れ
る
楽
器
の
音

を
一
つ
ひ
と
つ
探
っ
て
い
く
の
が
と

て
も
好
き
だ
っ
た
。「
こ
こ
は
ギ
タ
ー

だ
け
、
こ
こ
か
ら
ベ
ー
ス
と
ド
ラ
ム

が
入
っ
て
…
」
と
僕
だ
け
の
特
別
な

遊
び
を
し
て
い
た
。
後
に
仲
間
た
ち

と
バ
ン
ド
を
組
み
、
決
し
て
上
手
く

は
な
い
が
が
む
し
ゃ
ら
に
演
奏
し
た
。

近
く
の
公
民
館
で
発
表
会
を
開
い
た

り
、
文
化
祭
で
歌
っ
た
り
ま
さ
に
青

春
真
っ
た
だ
中
。

多
感
な
高
校
時
代
。
先
輩
た
ち
と

バ
ン
ド
を
組
ん
だ
。
僕
は
ボ
ー
カ
ル
。

心
臓
を
ド
キ
ド
キ
さ
せ
な
が
ら
片
道

１
時
間
の
練
習
に
通
っ
て
い
た
。
張

り
詰
め
た
緊
張
感
の
中
、
ギ
タ
ー
の

ひ
ず
む
音
が
響
い
て
い
る
。
あ
の
時

の
感
情
は
今
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
瞬

間
に
と
て
も
似
て
い
る
。
こ
の
頃
、

ひ
そ
か
に
「
将
来
音
楽
で
生
き
て
い

き
た
い
」
と
心
は
思
っ
て
い
た
。
た

だ
、
現
実
で
は
口
に
出
せ
な
い
ま
ま
。

そ
し
て
社
会
人
と
な
る
。
当
時
の

職
場
で
出
逢
っ
た
一
人
の
ギ
タ
ー
弾

き
。
彼
と
出
逢
っ
た
こ
と
が
僕
の
人

生
を
１
８
０
度
変
え
た
。
ど
こ
か
に

閉
じ
込
め
た
は
ず
の
想
い
が
ふ
つ
ふ

つ
と
溢
れ
て
く
る
。
彼
は
、
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
音
楽
に
つ
い
て
熱
く
熱

く
語
っ
て
く
る
。
彼
か
ら
に
じ
み
出

る
ほ
ど
の
知
識
と
熱
量
に
圧
倒
さ
せ

ら
れ
た
。
僕
の
心
は
完
全
に
そ
の

モ
ー
ド
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

後
、
彼
と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ

オ
を
組
む
こ
と
に
な
る
。
毎
週
日
曜

日
に
飲
食
店
の
一
角
を
借
り
ラ
イ
ブ

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
心
底
楽
し

い
日
々
だ
っ
た
。「
や
っ
ぱ
り
僕
は

歌
が
好
き
な
ん
だ
」

東
京
へ
行
く
決
心
を
す
る
。
そ
の

場
所
は
大
き
な
夢
と
現
実
が
入
り
乱

れ
る
見
た
こ
と
も
感
じ
た
こ
と
も
な

い
世
界
だ
っ
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も

新
鮮
に
感
じ
た
の
だ
。

上
京
し
た
頃
は
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
ま
ま
、
ギ
タ
ー
を
か
き
鳴
ら
す

日
々
。
夢
と
現
実
の
は
ざ
ま
で
揺
れ

動
い
て
い
た
。
そ
ん
な
時
に
支
え
に

な
っ
た
の
は
ふ
る
さ
と
の
皆
の
応
援

だ
。
ど
ん
な
時
も
忘
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
次
第
に
仲
間
達
も
増
え
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
東
京
で
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

今
、
全
国
各
地
で
歌
を
届
け
て
い

る
。
幸
せ
を
感
じ
る
時
間
。
気
付
け

ば
こ
の
活
動
を
始
め
て
は
や
10
年
。

僕
に
と
っ
て
こ
の
10
年
間
は
、
失
敗

も
し
た
け
れ
ど
真
っ
す
ぐ
に
生
き
て

き
た
自
負
は
あ
る
。
こ
こ
ま
で
来
れ

た
の
は
「
串
間
」
と
い
う
礎
が
あ
る

か
ら
だ
。
ど
ん
な
時
で
も
声
を
掛
け

て
く
れ
る
人
達
が
い
る
、
か
け
が
え

の
な
い
場
所
。ふ
る
さ
と
が「
串
間
」

で
本
当
に
良
か
っ
た
。
こ
の
街
を
全

国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
僕
の
も

う
一
つ
の
仕
事
だ
と
思
い
、
こ
れ
か

ら
も
歌
い
続
け
て
い
き
た
い
。

ま
だ
ま
だ
夢
半
ば
、
僕
の
物
語
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
…
。

「
夢
で
は
終
わ
ら
せ
な
い
」

随  
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あ
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日
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」

おおの あきら（33歳）
本城出身、東京都在住。
シンガーソングライター。
東京を中心に全国でライブ
活動を展開中。2017年2月
19日に串間市文化会館で10
周年記念ライブ開催決定。
ホームページ
http://akiraohno.com/

● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口��18,421人（前月比�-38人）
　男�8,589人　女��9,832人
　世帯数�7,918世帯（平成28年11月１日現在）
＊平成27年度国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　11月10日、市の小中学校音楽大会に合わせて、「ふれあいコンサー
ト」が市文化会館で開かれ、都井地区出身のシンガーソングライター
いであやかさんがゲスト出
演しました。そのコンサー
トの中で、いでさんが作詞
作曲した来年４月開校の串
間中学校校歌を初披露。児
童、生徒100人がステー
ジに上り、来場者全員で合
唱すると、会場内には美し
い歌声が響いていました。

いであやかさん、串間中の
新校歌を小中学生と合唱

市美展には力作が並んだ。仕事で写
真を撮るので写真部門は気になる。
日南市からの出品が多く、取材させ
ていただいた方に「来年は出さない
かんよ」と言われた。到底出品でき
る腕ではないが、それを目標に取り
組むのも上達の近道かもしれない（イ）

今月号は特集増ページで、久しぶり
にやりたいことができると思い、張
り切っていました。しかし、企画を
決めるのが遅かったのと、取材先が
なかなか決まらないということが重
なり、妥協する結果になってしまい
ました。力不足を実感中です（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888

串間市役所総務課
秘書広報係　行

（No.1020/2016.12）

大
野
　
旭串間市での凱旋ライブ風景。年に三回ほど行っている。
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指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時
休館日： 12月の休館日は２１日（水）です

TEL�0987-75-2000

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL�0987-76-1546
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